
                                                                          
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

安全に緑地作業を進めるお話がありました（みどり愛護会総会） 
  

5 月 21 日 15 時から総会が見沼グリーンセンター会議室で開催され、令和７年度の事業

報告、令和８年度の事業計画が話し合われました。 
 冒頭、長澤会長のあいさつでは、「緑地作業の危険回避」についてのお話がありました。 
（あいさつの概要） 
緑地作業のケガでは、①つるに足を捕られたりとげが刺さったりする、②道具の不備や

準備不足による、③共同作業で相手を傷つける、④地形、特に段差やがけなどでのつまづ

きや転倒、⑤ハチ、毒蛾などの虫やヘビ、アライグマなどの動物によるかぶれや損傷、⑥

雷雨による感電（中島本杢緑地には雷の跡が残っている）、⑦強風による樹木倒れ、などが

考えられます。 
その対策として、①危険予知を日頃心がける、②道具の使い方の訓練を行い、十分に習

得する、③応急措置の方法を知り、実践できるようにする、④応急措置に役立てるため薬

草の効力を知る、⑤作業では、気象条件を見極める、などが考えられます。 
普段心掛けてほしいこととして、「ハインリッヒの法則」（１つの重大事故には２９回の

軽微な事故、３００回のヒヤリハットがある）が挙げられます。事故や不祥事は、突然起

こるのではなく、小さな異常の積み重ねで発生すると警告するものです。ケガや事故にあ

わないよう、楽しく緑地保全作業を行いましょう。 
あいさつのあと、来賓で出席された小山みどり公園推進部長から、これまでの活動に関

してのねぎらいのお言葉をいただき、来年 3 月に横浜市で開催される国際園芸博覧会にさ

いたま市として出展し、市の名産である盆栽や都市部に広大な自然が残っている見沼田ん

ぼを PR する旨のお話がありました。そのあと、長泉みどり推進課長から今年度のご担当、

佐久間課長補佐、上條技師、渡邉主事のご紹介がありました。 
 
その後、各議案について審

議があり、すべての議案が承

認されました。 
今年度の予定を示した第４

号議案の概要は以下（次ペー

ジ）のとおりです。皆様のご参

加をお待ちしております。 
 
 

     総会の様子（右） 
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【第４号議案】令和８年度事業計画 

  
支部長が交代した支部は以下のとおりです。よろしくお願いいたします。 
・大和田支部：新支部長 吉村さん 
・土呂・盆栽支部：新支部長 中原さん 

 
最後に、みどり推進課佐久間課長補佐から、市が取り組まれている「持続可能な緑地に

向けた公民連携の推進」のご説明、見沼田圃政策推進課大橋主査から「里地里山維持管理

ガイドライン」のご説明がありました。 
下の写真は、公民連携の一環として芝浦工業大学が春里特別緑地保全地区で開催したイ

ベントの風景です。 
 

 

 実施日 事業名 事業内容 開催地 
４月 23 日（木） 
 

竹林保全作業 竹林保全活動 
筍ご飯試食 

西新井ふるさとの

緑の景観地 
５月 21 日（木） 総会  市民の森 
10 月７日（水） 竹林保全作業 古竹の整理 中尾自然緑地 
10 月８日（木） 竹林保全作業 古竹の整理 西新井ふるさとの

緑の景観地 
10 月 18 日（日） さいたま市み

ど り の 祭 典

2026  

緑地保全とみどりの啓発 
・どんぐりの里親になろう 
・草木グッズづくり 
・緑地等の紹介パネル展示等 

市民の森 

11 月 5 日（木） 
11 月 6 日（金） 

竹林保全作業 古竹の整理 西新井ふるさとの

緑の景観地 
2027 年 
2 月 20 日（土） 

雑木林体験 保全作業 
椎茸種コマうち 

大和田緑地公園特

別緑地保全地区 
春～秋 谷地再生事業 ため池の水張、床づくり、代掻き、

畦の修復、草刈、野草の育成 
大和田緑地公園特

別緑地保全地区 
通年 広報活動 ・会報「みどりのボランティア」発行（年 2 回程度） 

・「さいたま市市民活動支援センターさぽっと」 
ホームページにて活動の紹介等 
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活動報告 
春里特別緑地保全地区で昆虫教室を開きました 
  
春里支部では過去５年間、子供たちの昆虫教室として、カブトムシの幼虫を配布して成

虫になるまでの観察をさせています。今年も 3 月 26 日から４月 25 日まで 5 回に渡って幼

虫を配布しました。当日は幼稚園の園児から大人までが集まり、日ごろは静かな緑地が賑

わいました。 
（さいたま市市民活動サポートセンター みどり愛護会春里支部のページから引用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上加南特別緑地保全地区 などで樹木の名前や花の写

真を入れた名札を掲示しました 
 

6 月 5 日（金）上加南特別緑地保全地区などで樹木の名前や花の写真を入れた名札を掲

示しました。また、「上加南特別緑地保全地区」と「上加自然の森」で、植物の保全のため

の標識も作成いたしました。 
樹木の名札や標識を設置することにより、自然緑地が「管理されている」と、人々は認

識します。この地道な作業で、貴重な植物や昆虫・鳥などが守られているのです。 
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当会を紹介するホームページについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さポットホームページでは以下のような活動報告やお知らせを見ることができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夏祭り飾り de 活動紹介パネル展に出展します 
 浦和パルコ９F にあります「さいたま市市民活動サポートセンター」で、7 月 25 日（土）から 8 月

23 日（日）まで活動紹介パネル展が開催されます。 
当会の活動も市民の皆さんの目に触れるよう、活動時の写真や活動場所の地図を利用して、出展する

ことにいたしました。 
お近くに来られた際は、ぜひご覧ください。 

 
編集後記：みどりのボランティア６８号 いかがだったでしょうか。これから暑い夏が相

当の期間続きます。皆様お元気でお過ごしください。 
これからもより良い広報誌にして行きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

広報担当 大牧支部 細谷裕士 

本会の紹介はさいたま市みどり推進課のページにあります。 
https://www.city.saitama.lg.jp/001/010/019/003/midoriaigokai.html 
 
QR コードは右でスマートホンからでも簡単にご覧になれます。 
 
本部で行われました活動の報告や、その他広報部が取材を行った活動

は「さいたま市民活動サポートセンター（さポット）ホームページ」

に掲載しております。 
https://www.saitamacity-support.jp/G0000520/ 
 
QR コードは右で同様に簡単にご覧になれます。 
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